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秋田県におけるパラインフルエンザ

ウイルスの血清疫学
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I はじめに

小児の急性気道感染症の主要病原であるパラインフル

エンザウイルスの疫学像はこれまでの研究1)2)でかなり詳

細に明らかにされて来たが，本県では， 1971年，石［［］ら

が都市部と農村部の比較の中で東成瀬村住民について行

なった血清疫学調査l)を除くと，この疫学像についての

調査は無い．しかし，昭和52年度，地研全国協議会微生

物部会か「パラインフルエンザ抗体価からみた住民の健

康評価に関する研究」を共同研究課題としたことから，

我々もこれに参画し，本梨におけるパラインフルエンザ

ウイルスの血清疫学調査を行なったのでその結果のみを

概略報告する．

II 材料と方法

A.被検血清

被検血清は，昭和52年2月～9月，インフルエンザ流

行予測調査や風疹免疫保有検査を目的として，秋田市内

の健康住民100名 (0-6, 7 -9, 10-12, 13-15, 16 

-19オの各年令群20名ずつ）から採取されたものを用い

たが，いずれも検査時まで一20℃に凍結保存した．

B.赤血球凝集抑制 (HAI)抗体価測定法

パラインフルエンザHAI抗体価の測定は，芦原らの

方法3)で行なった．

c.抗原及び陽性血清対照
抗原及び陽性血清は，上述の地研協議会から供給され

たものを用いた．

III 調査成績

被検者JOO名のパラインフルエンザHAI抗体保有調

査成績は表 l．に示す如<, 3型の97%が最も高い保有率

で，以下 l型の57%, 2型の40％と続いた．これを年令

別にみると，図 l．の如<, 0-6オ群から95%の高い保

有率を示す 3型と加令と共に保有率の上昇する］型及び
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図I. 年令別パラインフルエンザHAI抗体保有率

2月リのグループに 2大別された．この内， 16-19オ群に

至って保有率の低下したのは 2型のみであった．このよ

うな保有パターンを他の東北5県と北海道で褐られたそ

れら41と比較すると， 3型ではほぼ同様の傾向か観察さ

れた。しかし， 1型及び2型については，いずれも 3型

に比較して低保有率ではあったが，それらの年令別保有

パターンには多少の差異がみられた． RIlち， 1型と 2型

の侵襲態度に地域差かあることが示唆された．ー方，石

田らの東成瀬村の成績と比較すると， 3型及び2型はほ

ぼ同じ傾向を示したか，秋田市の 1型の保有率ハ゜ターン

は1-15オのすべてに抗体（この調査では 8倍を以って

抗体陽性としているか）検出されなかった東成瀬村のパ

ターンと著しく相違していた．
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表1. パラインフルエンザウイルスHAI抗体価測定成績

HAI抗体保有数 H A I 抗体価分布
年 ＾ Tコ

被検数 型

1 

゜
―ー 6 才 20 2 

3 

1 

7 ―ー ， 才 20 2 

3 

I 

10~12 オ 20 2 

3 

1 

13~15 オ 20 2 

3 

1 

16~19 オ 20 2 

3 

I 

＾ ロ 計 100 2 

3 
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図2. 幾何平均値HAI抗体価
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次に，保有抗体価のレベルをみると，表 1．及び図2．に

示される如くであったが，概括すると，石田らの指摘し

た如<. 3型の抗体価分布が 1型や2型より高いレベル

にあった．即ち，各年令群の平均抗体価でみると， 3型

抗体価は，保有率パターンと同様に， 0-6オ群から高

く (35.7倍）， 10-12オ群でピーク (64.0倍）に達した．

1型及び2型の抗体価は，いずれの年令群でも平均抗体

価は 3型より低かったが，抗体価のピークは 1型では10

~12オ群(11.9倍）， 2型では13~15オ群（12.0倍）に

それぞれ認められた．

IV まとめ

昭和52年， 0-19オの秋田市住民 100名を対象として，

パラインフルエンザHAI抗体価を測定した結果． 3型

ウイルスに対する抗体保有率が97彩と最も高く，次いで

1型57/100の57後 2型40/100の40彩であった．年令別

には，低年令群の高保有率の 3型と，加令と共に上昇す

る1型及び2型に大別された．そして．地域的には， 1 

型と 2型ウイルスの侵襲態度に差のあることが示唆され
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